
さ
っ
き
の
防
災
無
線
の
内
容
は
？

緊
急
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
サ
イ
ガ
イ
ゼ
ロ
ヨ
ナ
ゴ
）

く
ら
し
の情

報

　

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
度
に
小
学
校
１
年
生

に
な
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断

（
就
学
時
健
康
診
断
）
を
行
な
い

ま
す
。「
入
学
前
の
健
康
診
断
の

お
知
ら
せ
」
を
、
10
月
中
旬
ま
で

に
各
家
庭
宛
て
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
ご
案
内
す
る
小
学
校
で
健
康

診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

５
４
３
４
、

23
―
５
４
１
３
）

　
鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す

　

平
成
29
年
９
月
１
日
現
在
で
調

製
し
た
「
鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
の
縦
覧

を
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
と
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

の
有
権
者
に
な
れ
ま
せ
ん
。
登
録

漏
れ
や
誤
り
が
あ
れ
ば
、
こ
の
期

間
中
に
異
議
の
申
し
立
て
が
で
き

ま
す
の
で
、
縦
覧
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

期
間　

10
月
20
日
㈮
〜
11
月
３
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
に
縦
覧
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

と
こ
ろ　

米
子
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
３
４
６
、

23
―

５
３
４
９
）

　

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す

　

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
か

ら
出
た
ご
み
は
、
市
の
収
集
日
に

出
す
ほ
か
、
再
生
利
用
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
環
境
保

全
係
（
☎
23
―
５
２
５
７
、

23
―
５
２
５
８
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

ka
n
ky
o
seisa

ku
@
city

.
yonago.lg.jp

）

　

あ
な
た
の
相
続
手
続
を
応
援
し

ま
す
！
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」

　

全
国
の
登
記
所
（
法
務
局
）
で

は
、
各
種
相
続
手
続
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
各
種
相
続
手
続
（
相

続
登
記
、
預
貯
金
の
払
戻
し
等
）

（
男
子
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　
平
成
３
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　

10
月
２
日
㈪
〜
11
月

２
日
㈭

試
験
予
定
日　

11
月
11
日
㈯

※
試
験
の
受
付
期
間
・
試
験
日
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
『
援
助
会
員
養
成
講
習

会
』
受
講
生
募
集

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
の
で
き

る
「
援
助
会
員
」
を
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
に
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
、

特
に
年
齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。

　

援
助
会
員
に
な
る
に
は
、『
援

助
会
員
養
成
講
習
会
』
へ
の
参
加

が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
有
償
（
基
本
料
金
１
時
間

６
０
０
円
）
で
す
が
、
就
労
と
な

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
万
一
の
事
故
に
備
え
、
セ
ン

で
戸
除
籍
謄
本
等
一
式
を
何
度
も

提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
る
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

鳥
取
地
方
法
務
局
米

子
支
局
登
記
部
門
（
☎
22
―

６
１
６
２
）

　

平
成
29
年
度

　
米
子
市
職
員
採

用
試
験
【
追
加
募
集
】

募
集
区
分
・
人
数

　
心
理
士
・
１
人

※
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
、
前

期
試
験
、
後
期
試
験
お
よ
び
民
間

企
業
等
経
験
者
対
象
試
験
を
申
し

込
ん
だ
方
は
受
験
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。（
平
成
29
年
９
月
採

用
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
人

員
は
、
試
験
結
果
お
よ
び
今
後
の

欠
員
等
の
状
況
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
受
験
案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

職
員
課
（
☎
23
―

５
３
４
１
、

23
―
５
３
９
０) 

　

自
衛
官
募
集　
　

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生

タ
ー
が
一
括
で
会
員
補
償
保
険
に

加
入
し
て
お
り
、
会
員
の
負
担
金

は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
援
助
会
員
養
成
講
習
会
』

　

よ
り
安
心
安
全
に
お
子
さ
ん
を

預
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
事

業
説
明
」「
身
体
の
発
育
と
病
気
」

「
心
と
体
の
発
達
と
そ
の
問
題
」

「
救
急
講
習
」「
子
ど
も
の
遊
び
」

な
ど
、
２
日
間
で
10
時
間
程
度
の

講
義
を
受
講
し
ま
す
。

と
き　

10
月
23
日
㈪
、
24
日
㈫
両

日
と
も
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３

時
30
分
ま
で
の
予
定
。

※
２
日
間
と
も
受
講
さ
れ
な
け
れ

ば
会
員
登
録
と
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

託
児　

あ
り

受
講
料
・
託
児
料　

無
料

申
込
期
限　

10
月
18
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

米
子
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
の
里
２
階
）（
☎
32
―

０
０
１
６
、

32
―
０
０
２
６
）

　
第
64
回
鳥
取
県
勤
労
者
美
術
展

出
品
作
品
募
集

　

12
月
に
、
倉
吉
博
物
館
（
倉
吉

市
仲
ノ
町
３
４
４
５
―
８
）
で
開

催
さ
れ
る
「
第
64
回
鳥
取
県
勤
労

者
美
術
展
」（
入
場
無
料
）
へ
の

出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。



対
象　

県
内
在
住
ま
た
は
お
勤
め

の
勤
労
者
の
方
お
よ
び
退
職
者
、

そ
の
家
族

部
門　

写
真
・
洋
画
・
日
本
画
・

書
道
（
私
の
熱
中
作
品
展
も
同
時

募
集
）

出
品
点
数　

１
部
門
に
つ
き
２
点

以
内
、
写
真
は
単
２
点
以
内
ま
た

は
組
１
点
の
い
ず
れ
か
（
未
発
表

作
品
に
限
る
）（
出
品
無
料
）

出
品
申
込
期
間　

10
月
２
日
㈪
〜

11
月
24
日
㈮
（
※
作
品
を
持
参
さ

れ
る
場
合
は
、
土
日
祝
を
除
く
。）

美
術
展
開
催
期
間　

12
月
17
日
㈰

〜
24
日
㈰
（
12
月
18
日
㈪
は
休
館

日
）
※
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://tottori.rofuku.

net/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

一
般
財
団
法
人

鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
☎

０
８
５
７
―
27
―
４
１
８
８
）

　

お
も
て
な
し
韓
国
語
講
座

　

日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学

び
、
韓
国
語
で
お
も
て
な
し
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
語
学
だ
け
で
な

く
、
韓
国
の
文
化
や
地
域
に
つ
い

て
の
紹
介
も
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
楽
し
く
勉
強
し
ま

し
ょ
う
。 

と
き　

12
月
４
日
〜
平
成
30
年
３

月
26
日
に
か
け
て
全
14
回
（
原
則

と
し
て
月
曜
日
）

昼
の
部
：
午
後
３
時
〜
４
時
15
分

夜
の
部
：
午
後
７
時
〜
８
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
室
ほ
か

対
象　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
勤
務
・

通
学
し
て
い
る
方
で
、
ハ
ン
グ
ル

を
全
部
読
め
る
方
。（
平
成
27
、

28
年
度
お
も
て
な
し
韓
国
語
講
座

を
受
講
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。）

講
師　

米
子
市
国
際
交
流
員　

李

　

佳
仁
（
イ　

ガ
イ
ン
）

受
講
料　

無
料　
（
た
だ
し
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
：
２
０
０
０
円
）

募
集
人
数　

昼
の
部
、
夜
の
部
、

そ
れ
ぞ
れ
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
、
抽
選
と
し
ま
す
。） 　

申
込
締
切　

11
月
20
日
㈪

申
込
方
法　

市
民
自
治
推
進
課
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
連

絡
先
、
講
座
名
、
希
望
時
間
（
昼

ま
た
は
夜
）を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推

進
課
（
☎
23
―
５
２
７
２
、

23
―
５
３
５
４
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

jichisuishin@
city.yonago.

lg.jp

）

　

た
ま
い
つ
か
さ
自
由
画
教
室

　

好
き
な
も
の
を
自
由
に
描
く
教

室
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
で
、

絵
を
描
く
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
想
像
し
て
楽
し

く
絵
を
描
き
ま
し
ょ
う
！

と
き　

11
月
４
日
㈯　

午
前
10
時

〜
正
午
（
以
後
、
毎
月
第
１
土
曜

日
）

と
こ
ろ　

米
子
サ
ン･

ア
ビ
リ

テ
ィ
ー
ズ
（
皆
生
３
―
16
―
20
）

講
師　

絵
本
作
家　

玉た
ま

井い　

詞つ
か
さ

さ

ん
（「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」

な
ど
で
知
ら
れ
る
絵
本
作
家
・
画

家
。
障
害
者
支
援
施
設
で
ア
ー
ト

支
援
員
を
務
め
る
。）

対
象　

18
歳
以
上
の
障
が
い
の
あ

る
方
（
参
加
時
に
付
き
添
い
が
必

要
な
場
合
は
、
付
き
添
い
が
可
能

で
あ
る
方
）

定
員　

12
人

参
加
費　

無
料（
画
材
等
実
費
要
）

申
込
・
問
合
せ　

米
子
サ
ン･

ア

ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ 
（
☎
・

23
―

０
６
９
９（
担
当
：
岩
佐
、樋ひ

本も
と

））

　

米
子
市
体
力
テ
ス
ト
会

　

簡
単
な
テ
ス
ト
で
体
力
年
齢
を

確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

10
月
22
日
㈰　

午
前
10
時

〜
正
午

受
付　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

と
こ
ろ　

米
子
市
伯
仙
小
学
校
体

育
館

対
象　

20
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
方

（
年
齢
に
よ
っ
て
、
テ
ス
ト
種
目

が
一
部
異
な
り
ま
す
。）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
・

運
動
靴
（
上
履
き
用
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
、

23
―
５
４
１
４
）

　

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取

　
米
子
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
・
デ
イ

と
き　

10
月
22
日
㈰　

午
後
１
時

キ
ッ
ク
オ
フ

と
こ
ろ　

チ
ュ
ウ
ブ
Ｙ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｎ

ス
タ
ジ
ア
ム

対
戦
相
手　

ガ
ン
バ
大
阪
Ｕ
―
23

チ
ケ
ッ
ト　

米
子
市
に
お
住
ま
い

の
方
、
お
勤
め
の
方
に
は
バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド
自
由
席
の
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
を
特
別
優
待
価
格
１
０
０
０
円

（
通
常
１
７
０
０
円
）
で
販
売
し

ま
す
。
ま
た
、
無
料
招
待
券
を
米

子
市
内
の
小
中
学
校
児
童
生
徒
に

事
前
配
布
す
る
ほ
か
、
希
望
さ
れ

る
高
校
生
の
方
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
、

23
―
５
４
１
４
）

　

第
50
回

　米
子
市
社
会
福
祉
大
会

　

本
市
の
社
会
福
祉
事
業
に
貢
献

さ
れ
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を
顕
彰

し
ま
す
。

　

今
年
度
は
50
回
の
記
念
大
会
と

位
置
づ
け
、
平
井
伸
治
鳥
取
県
知

事
、
伊
木
隆
司
米
子
市
長
に
よ
る

講
演
会
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、

作
業
所
に
よ
る
バ
ザ
ー
も
行
な
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。（
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
あ
り
）

と
き　

10
月
16
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

大
会

議
室

問
合
せ　

米
子
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る

家
族
の
つ
ど
い

　

認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
、
介

護
の
悩
み
を
話
す
場
で
す
。

と
き　

10
月
10
日
㈫
、
11
月
14
日

㈫
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階　

福
祉
団
体
活
動
室

参
加
費　

無
料
、
予
約
不
要

問
合
せ　

認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
鳥
取
県
支
部
（
☎
37
―
６
６
１

１
、

30
―
２
９
８
０
）

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　 

思
い
や
り
家
庭
に
会
社
に
社
会
に
も



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　
参
画
で
笑
顔
増
や
し
て
生
む
未
来

米子城山八十八カ所石仏めぐり
　城

しろ や ま

山大
だ い し

師を起点に中腹を１周するコース。ほかにも
秋の城山ならではの野草や景色を堪能できます。
※悪天候の場合、中止になる場合があります。
■と き　10月21日（土）午前９時 山陰歴史館前集合
■定 員　先着50人程度
■料 金　500円（ガイドマップ付き）
■申込締切　10月19日（木）まで
■申込・問合せ　米子市観光協会
　　　　　　　　（☎３７－２３１１、 ３７－２３７７）

加茂川まつり写真コンテスト作品展
　『加茂川まつりの風景を一枚の写真で伝える』をテー
マに、『加茂川まつり写真コンテスト』の受賞作品展を
開催します。
作品展Ⅰ　10月１日（日）～18日（水）笑い庵（西倉吉町）
作品展Ⅱ　10月19日（木）～11月３日（金）図書館２階
作品展Ⅲ　11月４日（土）～12月２日（土）トイズキッ

チンカフェ（西倉吉町）
■問合せ　加茂川まつり実行委員会写真コンテスト係
　　　　　（☎０９０―４８９８―２５９５）

米子駐屯地創設67周年記念行事
　駐屯地を一般開放します。皆さんお越しください。
■と き　10月29日（日）午前９時～午後３時
■ところ　陸上自衛隊米子駐屯地
※くわしくはホームページ【「陸自米子」または「８連
隊」 で検索】をご確認ください。
※駐屯地周辺に臨時駐車場を用意しています。
■問合せ　米子駐屯地広報室（☎２９－２１６１）

花と緑のフェア「グリーンフェスタ in 米子」
■と き　10月14日（土）・15日（日）
　　　　　午前９時～午後５時　
■ところ　弓ヶ浜公園内わくわく広場
■イベント・出展など　●花木苗の無料配布（両日１
日２回）　●モデルガーデン展示（両日常設）　●樹
木名当てクイズ　●軽食コーナー　●草花・植木・
造園資材の販売　●とっとり花回廊園芸教室＆コン
テスト（14日の午前・午後　有料500円程度）（当
日受付先着順）　●剪定実演（14日の午前：マツ、
午後：雑木）　●竹垣（四ツ目垣）の施工実演（15
日の午前・午後）　●鳥取県　「はたらくくるま」展
示　●米子市　「お子さんに風船を無料配布」　●
オープンカフェ＆フリーマーケット（常設）

※内容については一部変更になる場合があります。
■問合せ　維持管理課
　　　　　（☎２３－５２４７、 ２３－５２５４）

「写真でたどるよどえのあゆみ」
　時代とともに変化してきたよどえの姿を当時の写真
を使って紹介します。観覧無料です。
■と き　10月７日（土）～12月３日（日）
■ところ　上淀白鳳の丘展示館　多目的室
■問合せ　上淀白鳳の丘展示館（☎５６－２２７１）

市民大茶会
　秋の恒例イベント市民大茶会は、今年で32回目を迎
えます。毎年約3000人の人出でにぎわう、誰でも気
軽に参加できる野点のお茶会です。
　バス利用の場合は、米子市循環バス「だんだんバス」
湊山公園で下車してください。
■と き　10月15日（日）午前10時～午後４時
　　　　　（受付終了：午後３時30分）
■ところ　湊山公園内　日本庭園
■茶 券　一席券　400円
　　　　　三席券　前売1,000円、当日1,100円
■問合せ　長田茶店岩倉町店（☎２２－７６０２）

記念樹として桜を植樹してみませんか
●樹木の種類　桜（ソメイヨシノ）
●募集本数　15本　※１人（１団体）１本
●植樹場所　湊山公園内（桜の園または日本庭園）
●植樹費用　３万１千円（消費税および施工費込み）
●募集期間　11月１日（水）から予定本数に達するまで。
■申込・問合せ　維持管理課公園維持係
　　　　　　　　（☎２３－５２４７、 ２３－５２５４）

ご存じですか？本人通知制度
　米子市では本人通知制度を実施しています。この制
度は、住民票の写しや戸籍謄本などを本人から委任を
受けた代理人、またはそれ以外の第三者に交付した場
合、交付した事実を本人に通知するものです。
　この制度で、住民票の写しなどの不正取得の防止や
不正取得による個人の権利の侵害防止の効果が期待で
きます。
　本人の代理人に交付した事実は登録がなくても通知
していますが、それ以外の第三者に交付した事実の通
知を希望される方は、事前に登録しておくことが必要
です。
○登録できる方　米子市に本籍または住所がある方（過
去にあった方を含む）
○登録方法　ご本人が本人確認書類を持って、市民課
または淀江支所地域生活課で申込みをしてください。
（代理人が申込みをされる場合は委任状が必要です。）
くわしくは、お問い合わせください。
■問合せ　市民課（☎２３－５１４１、 ２３－５３９８）

米子鬼太郎空港フェスタ2017
　キッズ制服撮影会や缶バッジ作成体
験、飛行場内バスツアーなどお楽しみ
イベントが盛りだくさん！！ぜひ、米
子鬼太郎空港へお越しください。
■と き　10月７日（土）午前10時～午後２時
■ところ　米子鬼太郎空港
■問合せ　「空の日」・「空の旬間」実行委員会事務局
　　　　　(☎４５－６１２１）
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すべての拉致被害者の
一刻も早い帰国実現をめざして

　拉致問題を許さないという市民の皆さんの声が何よ
りも強い力となり、拉致問題の早期解決につながりま
す。
　すべての拉致被害者の一刻も早い帰国が実現するこ
とを願い、市民の皆さんにも拉致問題に対する認識を
さらに深めていただくことによって、米子の地から拉
致問題の解決に向けての機運を高めるために、次のと
おり「国民のつどい」を開催します。

「拉致問題の早期解決を願う
国民のつどいｉｎ米子」

■と き　10月14日（土）午後２時～４時
　　　　　（開場：午後１時30分）
■ところ　米子コンベンションセンター　国際会議室
■内 容
◆講演　「拉致被害者救出のために
　　　　　～今私たちは何をすべきか～」
　講師：荒

あら

木
き

和
か ず

博
ひ ろ

さん（特定失踪者問題調査会代表）
◆御家族の訴え
松
まつ

本
も と

　孟
はじめ

さん（昭和52年10月 米子市で拉致された
松
まつ

本
も と

京
きょう

子
こ

さんの兄）
古
ふ る い ち

都資
し

朗
ろ う

さん（昭和52年11月 行方不明になった
古
ふる い ち

都端
みず

子
こ

さんの弟）
上
うえ

田
だ

淳
あ つ

則
の り

さん（昭和44年11月 行方不明になった上
うえ

田
だ

英
え い

司
じ

さんの兄）
◆松本京子さんの友人からのメッセージ（司会者代読）
　ほか
■主 催　政府拉致問題対策本部、鳥取県、米子市、
日南町、大山町、伯耆町、北朝鮮拉致問題早期解決
促進鳥取県議会議員連盟、北朝鮮に拉致された日本
人を救出するための鳥取の会

※参加無料。手話通訳・要約筆記・託児あり（託児は
10月４日（水）までに要予約）

「拉致問題啓発パネル展」
　10月21日は、40年前に米子市出身の松本京子さん
が拉致された日です。
　松本京子さんをはじめ、すべての拉致被害者の一刻
も早い帰国が実現することを願い、次のとおりパネル
展を開催します。
■と き　10月20日（金）～26日（木）
　　　　　※月曜日を除く（図書館休館のため）
　　　　　火曜日～金曜日：午前９時～午後７時
　　　　　土曜日・日曜日：午前10時～午後６時
■ところ　米子市立図書館２階　展示ギャラリー
※松本京子さんについて
　米子市出身の松本京子さん（当時29歳）は、昭和
52年10月21日に自宅近くの編み物教室に向かったま
ま行方不明となり、日本政府は平成18年11月20日に
17人目の拉致被害者として認定しました。
■問合せ　人権政策課
　　　　　（☎２３－５４１５、 ３７－３１８４）

10月１日は「浄化槽の日」
　合併処理浄化槽は、生活排水をきれいに処理して、
公共水域（川や海）の水を守ります！
■浄化槽の適正な維持管理をお願いします
　浄化槽は、維持管理を適切に行なわないと、放流水
の水質悪化や悪臭の発生を招き、水環境や周囲の生活
環境を悪化させてしまいます。
　浄化槽の管理 ( 設置 ) 者の方には、法律等により次
のことなどが義務付けられています。

▼保守点検…点検・修理・消毒剤の補充など（年３～
４回以上※）

▼清 掃…汚泥の抜き取りなど（年１回以上※）

▼定期検査…水質等の検査（年１回）
※注）保守点検および清掃は浄化槽の種類等により回

数が定められています。
■こんなときには届出を
　浄化槽を廃止・休止されたときや管理者が変更され
たときなどには、届出をお願いします。届出様式は市
ホームページからもダウンロードできます。
■問合せ　環境政策課
　　　　　（☎２３－５２５６、 ２３－５２５８）

米子市認知症高齢者等　事前登録制度
～住み慣れた地域でいつまでも～

　認知症は誰でもかかる可能性のある病気です。判断
力や記憶力が低下して外出したまま家に戻れなくなっ
てしまう場合があります。事故などの危険が伴う場合
もあり、ご本人も含めご家族にとってはとても心配な
ものです。
　また、警察が保護した高齢者の身元が分からず、帰
宅に時間がかかってしまう場合があります。

事前登録制度って？

　市内にお住まいの、認知症や
その他の認知機能の低下によ
り、行方不明になるおそれのあ
る方を、希望により事前登録し
ておくことで、早期発見・保護
するための制度です。

登録するとどうなるの？
　登録情報は市と警察署とで保
管し、行方不明になった場合に
迅速に活用します。

登録方法は？
　米子市長寿社会課の窓口に、
写真（顔写真と全身）をお持ち
ください。申込みできるのは、
本人または家族です。（印鑑の
いる場合もあります。申込書は
市ホームページにもあります。）

■問合せ　長寿社会課
　　　　　（☎２３－５１５５、 ２３－５０１２）
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米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

青 木
住 宅 永 江 53R1 205 中層耐火４ 階 建 3DK 14,000円

～27,600円 S53

青 木
住 宅 永 江 55R1 204 中層耐火５ 階 建 3DK 15,700円

～30,900円 S55

青 木
住 宅 永 江 60R1 203 中層耐火５ 階 建 3DK 17,500円

～34,300円 S60

■申込受付期間　10 月２日（月）～６日（金）
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
申込理由により添付書類が必要となる場合がありま
す。添付書類については建築住宅課にご確認くださ
い。
※住宅申込書に申込者全員のマイナンバー（個人番号）
の記入が必要となります。個人番号通知書とあわせ
て本人確認書類（運転免許証など）をご持参ください。

■入居選考方法
　10月10日（火）に公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　11月１日（水）
※入居手続きには、保証能力のある連帯保証人１人と
敷金として家賃３か月分が必要です。
■問合せ　建築住宅課

（☎２３－５２６３、 ２３－５３９６、Ｅメー
ル：kenchikujutaku@city.yonago.lg.jp）

米子人生大学　受講生募集！
　生涯学習講座「米子人生大学」を開講中です。受講
生を随時募集しています。くわしくは米子市ホームペー
ジまたは市役所やお近くの公民館等にあるチラシをご
確認ください。
■申込方法　講座開催日当日に、会場の受付でお申し
込みください。

■受講料　1,000円（受講回数にかかわらず年間一律
です。）※公開講座は受講料はかかりません。

■会場　米子市文化ホール（メインホール）
■時間　開場：午後１時30分、開始：午後２時
■ 10月～11月の講座

とき 内容

10月16日（月）

「ロコモについて」
根津整形外科医院　医師　根津　勝さん
※講座時間変更のお知らせ
【開場】午後１時　【開始】午後１時30分

10月30日（月）
「世界遺産から見る世界史」
島根大学教育開発センター
准教授　鹿

か ず み

住大
だいすけ

助さん

11月13日（月）
「笑って元気！高齢者の生きがい」
矢
や の

野大
たい

和
わ

さん

11月27日（月）
「特別講演」【公開講座】
米子市長　伊木隆司

講演後、閉講式

■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４、 ２３－
５４１４、Ｅメール：shogaku@city.yonago.lg.jp）

空き家無料相談会
　市内に空き家を所有されている方を対象に、専門家
による空き家の無料相談会を開催します。
　空き家の日常的な管理でお困りの方、空き家の有効
活用をお考えの方、建物の相続登記でお困りの方は、
ご相談ください。
■と き　10月20日（金）午後１時～４時
■ところ　ふれあいの里　４階
■参加料　無料
■参加方法　当日の受付順
■協力団体　鳥取県宅地建物取引業協会西部支部、全
日本不動産協会鳥取県本部、鳥取県司法書士会
【注意事項】
（１）相談内容は、空き家の売却、賃貸、相続登記など
空き家に特化したものであり、空き土地については、
対象外です。

（２）相談を円滑に進めるために、登記簿謄本、戸籍等
の写しをお持ちの場合には、ご用意いただくと便利
です。

（３）相談時間はお一人様、約30分程度でお願いします。
相談者多数の場合には、待合席でお待ちいただく必
要があります。
■問合せ　建築指導課危険家屋対策室

（☎２３－５２８８、 ２３－５３９４、Ｅメー
ル：kenchikushido@city.yonago.lg.jp）

宝くじの助成金で整備しました

　このたび、自治総合センターの宝くじ社会貢献広報
事業の助成を受け、福生東地区自治連合会にステージ
などの備品が整備されました。
　福生東地区では、福生東30周年記念大納涼祭が盛大
に開催され、子どもから大人まで多くの地区住民が集
まり、交流、親睦をさらに高めることができました。
■問合せ　市民自治推進課
　　　　　（☎２３－５３７１、 ２３－５３５４）

オータムジャンボから衣替え！
ハロウィンジャンボは、

１等・前後賞合わせて５億円！
■発売期間　10月11日（水）～31日（火）
■抽 選 日　11月９日（木）
　この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや
環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のため
に使われます。


